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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表面に共通電極が形成され、裏面に分割溝により複数の振動子の個々の駆動電極が形成
された圧電板と、
　前記圧電板の裏面において前記個々の駆動電極と電気的に接続する導電体が形成された
配線部とを有し、
　前記圧電板を前記配線部上に重ね合わせたときに前記圧電板の裏面側端部における前記
分割溝と前記配線部上の前記導電体の位置関係がわかるように、前記分割溝が上から見え
る位置合わせ部を形成した超音波探触子。
【請求項２】
　表面に共通電極が形成され、裏面に分割溝により複数の振動子の個々の駆動電極が形成
された圧電板と、
　前記圧電板の裏面において前記個々の駆動電極と電気的に接続する導電体が形成された
配線部とを有し、
　前記圧電板を前記配線部上に重ね合わせたときに前記圧電板の裏面側端部における前記
分割溝が上から見えるように形成するとともに、前記分割溝と対向して上から見えるよう
に位置決め指標を前記配線部上に形成した超音波探触子。
【請求項３】
　前記分割溝の幅と前記位置決め指標の幅が等しい請求項２に記載の超音波探触子。
【請求項４】
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　表面に共通電極が形成され、裏面に分割溝により複数の振動子の個々の駆動電極が形成
された圧電板と、
　前記圧電板の裏面において前記個々の駆動電極と電気的に接続する導電体が形成された
配線部とを有し、
　前記圧電板を前記配線部上に重ね合わせたときに上から見えるように位置決め用溝と位
置決め指標をそれぞれ前記圧電板の裏面側端部と前記配線部に形成した超音波探触子。
【請求項５】
　前記位置決め用溝の幅と前記位置決め指標の幅が等しい請求項４に記載の超音波探触子
。
【請求項６】
　前記分割溝と前記位置決め用溝を同じ工程で形成した請求項４又は５に記載の超音波探
触子。
【請求項７】
　前記圧電板を前記配線部上に重ね合わせたときに前記分割溝と前記導電体の位置関係が
わかるように、前記分割溝が上から見える位置合わせ部をさらに形成した請求項２から６
のいずれか１つに記載の超音波探触子。
【請求項８】
　前記位置合わせ部は、前記圧電板の端面を斜面とすることで、前記裏面側端部における
前記分割溝が上から見えるように構成した請求項１から７のいずれか１つに記載の超音波
探触子。
【請求項９】
　前記位置合わせ部は、前記圧電板の端部に水平方向に突出した凸部を設けることで、前
記裏面側端部における前記分割溝が上から見えるように構成した請求項１から７のいずれ
か１つに記載の超音波探触子。
【請求項１０】
　前記配線部は、その表面に前記分割溝と平行に配列された導電体を有する請求項１から
９のいずれか１つに記載の超音波探触子。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、診断、治療などの医療分野や、製造業などにおける非破壊検査などの分野で
利用される超音波探触子に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、圧電振動子を二次元に配列した超音波探触子を用いて、走査方向に加えてスライ
ス方向にもダイナミックフォーカスなどの手法を用いて超音波画質を向上させたり、ある
いは電子的な制御によって超音波ビームを３次元に走査し三次元画像を作成する装置が開
発されてきている（例えば下記の特許文献１参照）。
【０００３】
　図６（ａ）、（ｂ）にそれぞれ、上述した従来の超音波探触子の一例の平面図、右側面
断面図を示す。図６（ａ）に示すように、この超音波探触子は超音波を送受信する圧電振
動子１がＸＹ方向の２次元のマトリクス状（図では６×６個）に配列された構成である。
このような圧電振動子１を構成するため、圧電板２は電気入力を変換して超音波を発生し
、受信した超音波信号を電気信号として受信する材料で構成され、圧電板２の表面（音響
放射面側）には、各圧電振動子１に電気的に共通に接続された共通電極４が形成され、裏
面には各圧電振動子１ごとに駆動電極分割溝７によりＸＹ方向に分割された駆動電極３が
形成されている。また、圧電板２の共通電極４の上には超音波を効率よく送受信するため
の音響整合層５が設けられ、駆動電極３の裏面には駆動電極３と電気的に接続する配線部
６が設けられている。配線部６には駆動電極３に対応した導電体８と、圧電板２の分割溝
１０ａ及び音響整合層５の分割溝１０ｂを位置決めして形成するための分割指標９が形成
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されている。
【０００４】
　この構成によって、図示しない、例えば超音波診断装置から配線部６の導電体８を通じ
て駆動電極３に電気信号を入力することで、圧電振動子１から超音波を図示しない被検体
に送信し、図示しない被検体から反射して戻ってきた超音波を圧電振動子１で受信して電
気信号に変換して、図示しない、例えば超音波診断装置に取り込むことができる。特に２
次元に配列されている各圧電振動子１が超音波を送受信するタイミングを制御することで
、画質の向上、３次元画像情報の入手を実現することができる。
【０００５】
　図６に示した従来の超音波探触子の製造工程は、下記のようなものである。
（１）最初に配線部６と圧電板２を接着する。この際、圧電振動子１の配列ピッチであら
かじめ駆動電極分割溝７により分割された圧電板２の駆動電極３と配線部６の導電体８と
をＸＹ方向に位置合わせし、駆動電極３と導電体８との導通を確保した状態で接着する。
（２）続いて、圧電振動子１の配列ピッチに合わせて圧電板２を上部（音響放射面側）か
ら垂直方向Ｚに分割溝１０ａを形成して分割する。このとき、配線部６上の分割指標９に
合わせて分割する。
（３）続いて分割溝１０ａ内に例えばエポキシ樹脂などの充填材１１を充填した後、圧電
板２の上面全体に共通電極４を形成する。
（４）次に、共通電極４上に音響整合層５を形成し、次いで音響整合層５の上部から圧電
振動子１の配列ピッチに合わせて、かつ共通電極４を切断しない深さの分割溝１０ｂを形
成することで分割し、次いで分割溝１０ｂを圧電板２の分割溝１０ａと同様に充填材１１
により充填する。
【特許文献１】特開平８－１８２０９５号公報（第４～５頁、第１図及び第５図）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、上記従来の超音波探触子は、その製造工程において、最初に配線部６と
圧電板２を接着する工程（１）では、圧電振動子１の配列ピッチであらかじめ分割された
圧電板２の駆動電極３と配線部６の導電体８をＸＹ方向に位置合わせした上で両者を接着
する必要があるが、圧電板２の裏面側の駆動電極３は、圧電板２を配線部６上に重ね合わ
せた状態では上から見えないために、配線部６の導電体８と正確にＸＹ方向に位置合わせ
することが困難であった。特にこの超音波探触子を高い周波数の超音波に適用した場合に
は、グレーティングローブの影響を無くすために圧電振動子１のＸＹ方向の配列ピッチ間
隔が細かくなり、特に正確な位置合わせが要求されるので、位置合わせ作業がさらに困難
になるという問題があった。
【０００７】
　本発明は、従来の問題を解決するためになされたもので、圧電板の裏面側の駆動電極と
配線部上の導電体を正確にかつ容易に位置合わせすることができる超音波探触子を提供す
ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の超音波探触子は上記目的を達成するために、表面に共通電極が形成され、裏面
に分割溝により複数の振動子の個々の駆動電極が形成された圧電板と、
　前記圧電板の裏面において前記個々の駆動電極と電気的に接続する導電体が形成された
配線部とを有し、
　前記圧電板を前記配線部上に重ね合わせたときに前記圧電板の裏面側端部における前記
分割溝と前記配線部上の前記導電体の位置関係がわかるように、前記分割溝が上から見え
る位置合わせ部を形成した構成とした。
　この構成により、圧電板と配線部を接着する際に、圧電板を配線部上に重ね合わせたと
きに圧電板の裏面側の分割溝と配線部上の導電体の位置関係がわかるように、分割溝が上
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から見える位置合わせ部を形成したので、圧電板の裏面側の駆動電極と配線部上の導電体
を正確にかつ容易に位置合わせすることができる。
【０００９】
　また、本発明の超音波探触子は、表面に共通電極が形成され、裏面に分割溝により複数
の振動子の個々の駆動電極が形成された圧電板と、
　前記圧電板の裏面において前記個々の駆動電極と電気的に接続する導電体が形成された
配線部とを有し、
　前記圧電板を前記配線部上に重ね合わせたときに前記圧電板の裏面側端部における前記
分割溝が上から見えるように形成するとともに、前記分割溝と対向して上から見えるよう
に位置決め指標を前記配線部上に形成した構成とした。
　この構成により、圧電板と配線部を接着する際に、圧電板を配線部上に重ね合わせたと
きに圧電板の裏面側の分割溝が上から見えるように形成するとともに、分割溝と対向して
上から見えるように位置決め指標を配線部上に形成したので、圧電板の裏面側の駆動電極
と配線部上の導電体を正確にかつ容易に位置合わせすることができる。
【００１０】
　さらに、本発明の超音波探触子は、前記分割溝の幅と前記位置決め指標の幅が等しい構
成とした。
　この構成により、圧電板と配線部を接着する際に、分割溝と位置決め指標の幅方向を完
全に重ね合わせることができるので、圧電板と配線部のより正確な位置合わせを容易に行
うことができる。
【００１１】
　さらに、本発明の超音波探触子は、表面に共通電極が形成され、裏面に分割溝により複
数の振動子の個々の駆動電極が形成された圧電板と、
　前記圧電板の裏面において前記個々の駆動電極と電気的に接続する導電体が形成された
配線部とを有し、
　前記圧電板を前記配線部上に重ね合わせたときに上から見えるように位置決め用溝と位
置決め指標をそれぞれ前記圧電板の裏面側端部と前記配線部に形成した構成とした。
　この構成により、圧電板と配線部を接着する際に、圧電板を配線部上に重ね合わせたと
きに上から見えるように位置決め溝と位置決め指標をそれぞれ圧電板と配線部に形成した
ので、圧電板の裏面側の駆動電極と配線部上の導電体を正確にかつ容易に位置合わせする
ことができる。
【００１２】
　さらに、本発明の超音波探触子は、前記位置決め用溝の幅と前記位置決め指標の幅が等
しい構成とした。
　この構成により、圧電板と配線部を接着する際に、位置決め溝と位置決め指標の幅方向
を完全に重ね合わせることができるので、圧電板と配線部のより正確な位置合わせを容易
に行うことができる。
【００１３】
　さらに、本発明の超音波探触子は、前記分割溝と前記位置決め用溝を同じ工程で形成し
ている。
　この構成により、分割溝と位置決め用溝を正確な位置関係で形成でき、圧電板と配線部
のより正確な位置合わせを容易に行うことができる。
【００１４】
　さらに、本発明の超音波探触子は、前記圧電板を前記配線部上に重ね合わせたときに前
記分割溝と前記導電体の位置関係がわかるように、前記分割溝が上から見える位置合わせ
部をさらに形成したことを特徴とする。
　この構成により、圧電板と配線部のより正確な位置合わせを容易に行うことができる。
【００１５】
　さらに、本発明の超音波探触子は、前記圧電板の端面を斜面とすることで、裏面側端部
における前記分割溝が上から見えるように構成したものである。
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　この構成により、簡単な構成で圧電板の裏面側の駆動電極と配線部上の導電体を正確に
かつ容易に位置合わせすることができる。
【００１６】
　さらに、本発明の超音波探触子は、前記圧電板の端部に水平方向に突出した凸部を設け
ることで、前記裏面側端部における前記分割溝が上から見えるように構成したものである
。
　この構成により、簡単な構成で圧電板の裏面側の駆動電極と配線部上の導電体を正確に
かつ容易に位置合わせすることができる。
                                                                                
【００１７】
　さらに、本発明の超音波探触子は、前記配線部の表面に前記分割溝と平行に配列された
導電体を有する構成としたものである。
　この構成により、お互いに平行な分割溝と導電体の位置関係を確認しながら位置合わせ
できるので、圧電板と配線部のより正確な位置合わせを容易に行うことができる。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明は、圧電板を配線部上に重ね合わせたときに圧電板の裏面側端部における分割溝
と配線部上の導電体の位置関係などが上から見えるように構成したので、圧電板の裏面側
の駆動電極と配線部上の導電体を正確にかつ容易に位置合わせすることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　以下、本発明の実施の形態の超音波探触子について、図面を用いて説明する。
　＜第１の実施の形態＞
　本発明の第１の実施の形態の超音波探触子の概略図を図１（ａ）、（ｂ）に示す。図１
（ａ）（ｂ）において、この超音波探触子は超音波を送受信する複数の圧電振動子１がＸ
Ｙ方向の２次元のマトリクス状に配列された構成である。このような圧電振動子１を構成
するため、圧電板２は電気入力を変換して超音波を発生し、受信した超音波信号を電気信
号として受信するために、例えば圧電セラミクスからなり、圧電板２の表面（音響放射面
側）には、各圧電振動子１に電気的に共通に接続された共通電極４が形成され、裏面（音
響放射面とは反対の側）には各圧電振動子１ごとに駆動電極分割溝７によりＸＹ方向に分
割された駆動電極３が形成されている。
【００２０】
　また、圧電板２の共通電極４の上には超音波を効率よく送受信するための音響整合層５
が設けられ、駆動電極３の裏面には駆動電極３と電気的に接続するための、例えばプリン
ト配線板からなる配線部６が設けられている。配線部６上（音響放射面側）には駆動電極
３に対応して導電体８が形成され、また、導電体８は配線部６上に圧電板２が重ね合わさ
れても上から見えるように形成されている。さらに圧電板２の相対向する２つの端面部分
に、音響放射面側から配線部６側に広がる傾斜を持たせたことにより配線部６に圧電板２
を定置するとき圧電板２の駆動電極分割溝７の位置を音響放射面側から確認することがで
きるようにしており、特にこの傾斜面下部の駆動電極分割溝７が見える部分を以下位置合
わせ部１２と呼ぶ。
【００２１】
　この構成では、図示しない、例えば超音波診断装置から配線部６を通じて駆動電極３に
電気信号を入力することで、圧電振動子１から超音波を図示しない被検体に送信し、図示
しない被検体から反射して戻ってきた超音波を圧電振動子１で受信して電気信号に変換し
て、図示しない、例えば超音波診断装置に取り込むことができる。特に２次元に配列して
いる各圧電振動子１が超音波を送受信するタイミングを制御することで、画質の向上、３
次元画像情報の入手を実現することができる。
【００２２】
　図１に示した超音波探触子の製造工程を以下に説明する。
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（１）使用する圧電板２の相対向する２つの端面部分に、例えば研磨加工などによって、
あらかじめ音響放射面側から配線部６側に広がる傾斜を形成しておく。続いて圧電板２の
裏面（放射方向とは逆の方向）に複数の圧電振動子１の配列に対応した複数の駆動電極３
を形成する。このとき、圧電板２の裏面の全面に、例えば金の蒸着膜やスパッタ膜によっ
て電極材を形成し、次いで圧電振動子１のサイズ、配列ピッチに合わせて、例えばダイシ
ング装置などを用いて、この電極材を完全に分割する深さの駆動電極分割溝７を形成する
ことにより、個々の圧電振動子１に対応する駆動電極３を形成する。このとき、圧電板２
の相対向する２つの端面部分には音響放射面側から配線部６側に広がる傾斜が形成されて
いることから駆動電極分割溝７があらかじめ圧電板２の相対向する２つの端面部分に形成
した傾斜部分において上から見えるように形成されていることで、これにより位置合わせ
部１２を形成する。
【００２３】
（２）次に、配線部６と圧電板２を接着する。このとき、圧電板２を配線部６上に重ね合
わせた上から、圧電板２に形成した位置合わせ部１２の駆動電極分割溝７の位置と配線部
６の、圧電板２の外形より外側に位置することになる導電体８の見える箇所との位置関係
を目視あるいは、例えば顕微鏡のような拡大観察が可能な手段を利用して確認しながら、
圧電板２の駆動電極３と配線部６の導電体８とを位置合わせし、駆動電極３と導電体８と
の導通を確保した状態で接着する。
【００２４】
（３）続いて、圧電振動子１の配列ピッチに合わせて圧電板２を分割溝１０ａにより上部
（音響放射面側）から分割する。このとき、例えば圧電板２を完全に分割しない程度の深
さの分割溝１０ａにするとともに、配線部６の導電体８を破損しないようにして分割する
。
（４）続いて分割のために形成された分割溝１０ａ内に、例えばエポキシ樹脂などの充填
材１１を充填した後、その上に共通電極４を形成する。
（５）次に、共通電極４上に音響整合層５を形成し、次いで圧電振動子１の配列ピッチに
合わせて、かつ共通電極４を切断しない深さの分割溝１０ｂを形成することで音響整合層
５を分割し、分割溝１０ｂを圧電板２の分割溝１０ａと同様に充填材１１により充填する
。
【００２５】
　このような本発明の第１の実施の形態の超音波探触子によれば、圧電板２の相対向する
２つの端面部分に音響放射面側から配線部６側に広がる傾斜を形成するとともに、駆動電
極分割溝７を上から見えるように圧電板２の裏面側端部に形成して位置合わせ部１２を設
けることにより、圧電板２の駆動電極３と配線部６の導電体８の位置関係を上から確認し
ながら、圧電板２と配線部６の正確な位置合わせを容易に行うことができる。
【００２６】
　なお、図１に示した第１の実施の形態の超音波探触子では、配線部６としてプリント配
線板を用いた構成例について説明した。プリント配線板のように平シート状の母材の上に
導電体８が表面に直線状に配置されるような配線部６を用いた場合、位置合わせ部１２で
確認される駆動電極分割溝７の間に、溝と平行になるように直線状の導電体８の位置をも
ってくることで、容易に位置合わせできる利点を持つ。なお図１において、導電体８は駆
動電極分割溝７の間に１本の構成であるが、これに限らず複数本であってもよい。
　また図２に示すように、厚み方向（内部）に導電体８を有する圧電振動子１の支持体１
３を配線部６として用いるような場合、導電体８を圧電板２より外側に形成して上から見
えるようにすることにより、駆動電極分割溝７と支持体１３の導電体８の位置関係を支持
体１３に圧電板２を重ねた上から確認して位置合わせすることができる。
【００２７】
　また、図１に示した第１の実施の形態の超音波探触子では、圧電板２の位置合わせ部１
２を圧電板２の相対向する２つの端面部分に構成した構成例について説明したが、その設
置箇所、設置数などが変化しても同様に実施可能であり、本発明を逸脱するものではなく
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、四角形の圧電板２の４端面すべての箇所に位置合わせ部１２を設ければ、なお良い。
【００２８】
　＜第２の実施の形態＞
　次に、本発明の第２の実施の形態の超音波探触子の音響放射面側から見た平面図を図３
に示す。なお、図１と同一部材には同一符号を付して説明を省略する。図３において、図
１の超音波探触子の構成との相違点は、圧電振動子１の駆動電極分割溝７の位置に合わせ
て、配線部６の上に例えば印刷などで記された位置決め指標１４が圧電板２の相対向する
２つの端面部分に形成されていることである。図３の構成の超音波探触子の動作について
は図１と同様であり、説明を省略する。
【００２９】
　図３に示した超音波探触子の製造工程では、図１に示した工程（１）、（３）～（５）
は同じであるのでその詳細な説明は省略し、工程（２）について説明する。
（２）配線部６と圧電板２を接着する工程：圧電板２に形成した位置合わせ部１２で確認
できる駆動電極分割溝７と配線部６上に形成した位置決め指標１４を目視あるいは、例え
ば顕微鏡のような拡大観察が可能な手段を利用して重ね合わせることによって、圧電板２
の駆動電極３と配線部６の導電体８を位置合わせすることができ、その状態で駆動電極３
と導電体８との導通を確保して接着する。このとき、駆動電極分割溝７の溝幅と位置決め
指標１４の幅を同一に形成することにより、両者が直線上に配置されたときに幅方向を完
全に重ね合わせることができるので、より正確な位置決めを行うことができる。
【００３０】
　このような本発明の第２の実施の形態の超音波探触子によれば、圧電振動子１の駆動電
極分割溝７の位置に合わせて、配線部６上に位置決め指標１４を設けることにより、圧電
板２に形成した位置合わせ部１２で確認できる駆動電極分割溝７と配線部６上に形成した
位置合わせ指標１４を重ね合わせることによって、圧電板２と配線部６の正確な位置合わ
せを容易に行うことができる。位置決め指標１４の形成方法としては、レーザーマーキン
グ、シルク印刷などが好ましい。
【００３１】
　なお、図３に示した第２の実施の形態の超音波探触子では、配線部６上の位置決め指標
１４を導電体８と同様に上下に長く伸びた直線形状とした構成例について説明したが、駆
動電極分割溝７と位置を重ねることができれば、例えば駆動電極分割溝７の溝幅と同じ直
径でかつ駆動電極分割溝７に重ねることができる点状の位置決め指標１４など、どのよう
な大きさ、形状であっても実施可能であり、本発明を逸脱するものではない。
【００３２】
　また、図３に示した第２の実施の形態の超音波探触子では、圧電板２の位置合わせ部１
２と配線部６上の位置決め指標１４を、圧電板２の相対向する２つの端面部分に構成した
構成例について説明したが、その設置箇所、設置数などが変化しても同様に実施可能であ
り、本発明を逸脱するものではなく、四角形の圧電板の４端面すべての箇所に設ければ、
なお良い。
【００３３】
　また、図３に示した第２の実施の形態の超音波探触子では、配線部６として例えばプリ
ント配線板のような、平シート状の母材の表面に直線状に導電体８を配置したような配線
部６を用いた構成例について説明したが、例えば図２に示したように厚み方向（内部）に
導電体８を有する圧電振動子１の支持体１３を配線部６として用いるなど、配線部６がプ
リント配線板以外の電気的な接続を確保する手段であっても、その電気的な接続を確保す
る手段と圧電振動子１の駆動電極３の位置合わせは必要であって、圧電振動子の駆動電極
分割溝７の位置に対応して、電気的な接続を確保する手段の上に位置決め指標１４を形成
することで同様に実施可能である。
【００３４】
　＜第３の実施の形態＞
　次に、本発明の第３の実施の形態の超音波探触子の音響放射面側から見た平面図を図４
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に示す。なお、図１と同一部材には同一符号を付して説明を省略する。図４において、図
１の超音波探触子の構成との相違点は、配線部６の導電体８が存在しない箇所に位置する
左右両端各一列の圧電板２の駆動電極３上に、駆動電極分割溝７とは別の位置決め用溝１
５が駆動電極分割溝７と平行に形成されていることと、配線部６上の位置決め用溝１５に
対応する位置に、例えば配線部６の導電体８を形成している導電材料と同じ材料を用いて
、導電体８と平行な直線状の位置決め指標１４が形成されていることである。
【００３５】
　ここで、外周端（図４では６×６－４×４個）に存在する圧電振動子１は、それ以外（
図４では４×４個）の圧電振動子１が周囲を充填材１１で取り囲まれている状態であるの
に対して、周囲の一部に充填材１１が存在しない状態であり、境界条件が異なるために圧
電振動子１の振動に影響が出て、他の圧電振動子１と性能が異なる。したがって、外周端
の圧電振動子１は、超音波探触子の有効な圧電振動子１として利用しないことが一般的で
あり、本実施の形態では、これら有効ではない圧電振動子１の駆動電極３上に位置決め用
溝１５を形成している。図４の構成の超音波探触子の動作については図１と同様であり、
説明を省略する。
【００３６】
　図４に示した超音波探触子の製造工程として、
（１－１）（１）と同じであるのでその詳細な説明は省略する。
（１－２）続いて、（１）と同様の手段を用いて圧電板の左右両端各一列の圧電板２上の
駆動電極３に、駆動電極分割溝７と平行に位置決め用溝１５を形成する。この際、位置決
め用溝１５の深さと幅は視認性が上がるようにできるだけ深く、広くすることが好ましい
。
【００３７】
（２）次に、配線部６と圧電板２を接着する。このとき、圧電板２と配線部６を重ね合わ
せた上から、圧電板２の左右両端各一列の圧電振動子１に形成された位置決め用溝１５と
配線部６上に形成された位置決め指標１４が重なることを目視あるいは、例えば顕微鏡の
ような拡大観察が可能な手段を利用して確認しつつ、圧電板２の駆動電極３と配線部６の
導電体８とを位置合わせし、駆動電極３と導電体８との導通を確保した状態で接着する。
このとき、位置決め用溝１５の溝幅と位置決め指標１４の幅が同一である場合、両者を完
全に重ね合わせることができるため、より正確な位置決めを行うことができる。
　（３）～（５）は同じであるのでその詳細な説明は省略する。
【００３８】
　このような本発明の第３の実施の形態の超音波探触子によれば、配線部６の導電体８が
存在しない箇所に位置する左右両端各一列の圧電板２の駆動電極３上に位置決め用溝１５
を形成し、位置決め用溝１５と対応する位置の配線部６上に位置決め指標１４を設けるこ
とによって、より視認性の高い圧電板２上の位置決め用溝１５と配線部６上の位置決め指
標１４を重ね合わせることができるので、圧電板２と配線部６の正確な位置合わせを容易
に行うことができる。
【００３９】
　なお、図４に示した第３の実施の形態の超音波探触子では、左右両端各一列に圧電板２
の駆動電極３上に位置決め用溝１５を形成し、その位置に対応して配線部６上に位置決め
指標１４を形成した構成例について説明したが、圧電振動子１上の位置決め用溝１５及び
配線部６上の位置決め指標１４の位置は、超音波探触子の構成や性能に影響を与えない位
置で両者を重ね合わせることで位置決めすることが可能であれば、形成する位置や数が変
化しても同様に実現可能であり、本発明を逸脱するものではない。
【００４０】
　また、図４に示した第３の実施の形態の超音波探触子では、圧電板２の位置合わせ部１
２を圧電板２の相対向する２つの端面部分に構成した構成例について説明したが、その設
置箇所、設置数などが変化しても、それに応じた位置決め用溝１５と位置決め指標１４を
設けることで同様に実施可能であり、本発明を逸脱するものではなく、四角形の圧電板の
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４辺すべての箇所に位置合わせ部を設ければ、なお良い。
【００４１】
　さらに、図４に示した第３の実施の形態の超音波探触子では、配線部６上の位置決め指
標１４を導電体８と同様に上下に長く伸びた直線形状とした構成例について説明したが、
位置決め用溝１５と位置を重ねることができれば、例えば位置決め用溝１５の溝幅と同じ
直径で、かつ位置決め用溝１５に重ねることができる点状の位置決め指標１４であっても
、位置決め用溝１５と重ねることのできる位置関係であれば、どのような形状、大きさで
あっても実施可能であり、本発明を逸脱するものではない。
【００４２】
　また、図４に示した第３の実施の形態の超音波探触子の説明では、（１－１）駆動電極
分割溝７を形成して駆動電極３を形成した後に、（１－２）位置決め用溝１５を形成する
場合について説明したが、例えばダイシング装置のように加工する溝の間隔や深さを自由
に変化させられるような加工手段を用いる場合には、駆動電極分割溝７と位置決め用溝１
５を同一分割工程内で一緒に加工することが可能であり、別工程として加工する場合より
も駆動電極３と位置決め用溝１５の位置関係の正確さが増すため、圧電板２と配線部６の
より正確な位置合わせができる。
【００４３】
　また、図４に示した第３の実施の形態の超音波探触子では、配線部６として例えばプリ
ント配線板のような、平シート状の母材に直線状に導電体８を配置したような配線部６を
用いた構成例について説明したが、例えば図２に示したような内部に導電体８を有する圧
電振動子１の支持体１３を配線部６として用いる場合など、配線部６がプリント配線板以
外の構成の電気的な接続を確保する手段であっても、その電気的な接続を確保する手段と
圧電振動子１の駆動電極３の位置合わせは必要であって、圧電板２の駆動電極３上に位置
決め用溝１５を形成し、電気的な接続を確保する手段の上に位置決め指標１４を設けるこ
とで同様に実施可能であり、本発明を逸脱するものではない。
【００４４】
　なお、以上の説明では、圧電板２の音響放射面側に音響整合層５を１層配置した構成例
について説明したが、音響整合層５の層数は何層でもよい。さらに圧電板２が、例えば複
合圧電材料のように被検体との音響的な整合性が確保できるような材料によって構成され
る場合などは、音響整合層５を配置しなくても同様に実施可能である。
【００４５】
　さらに、以上の説明では、圧電板２の端面部分に傾斜を設けることによって位置合わせ
部１２を構成する構成例について説明したが、図５に示すように、圧電板２の端面に水平
方向に突出し、駆動電極分割溝７の深さより厚い凸部を形成することで位置合わせ部１２
ａを構成しても同様に実施可能である。この場合には、凸部の長さ分だけ駆動電極分割溝
７を圧電板２の音響放射面側から確認できるため、傾斜をつけた場合よりも駆動電極分割
溝７の確認できる長さをより長く確保することができ、位置合わせの容易さが増す。
【００４６】
　なお、以上の説明では、圧電振動子１の数が６×６＝３６個（有効圧電振動子数は４×
４＝１６個）の構成例について説明したが、圧電振動子１の数が変わっても同様に実施可
能であり、本発明を逸脱するものではない。
【００４７】
　なお、以上で説明した実施の形態において、圧電板２と配線部６の位置合わせが完了し
た後の圧電板２の位置合わせ部１２、１２ａは、そのまま残しても構わないし、除去して
しまっても構わない。
【産業上の利用可能性】
【００４８】
　以上のように、本発明にかかる超音波探触子は、圧電板を配線部上に重ね合わせたとき
に圧電板の裏面側端部における分割溝と配線部上の導電体の位置関係などが上から見える
ように構成したので、圧電板の裏面側の駆動電極と配線部上の導電体を正確にかつ容易に
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位置合わせすることができるという効果を有し、診断、治療などの医療分野や、製造業な
どにおける非破壊検査などの分野で利用される超音波探触子などとして有用である。
【図面の簡単な説明】
【００４９】
【図１】（ａ）本発明の第１の実施の形態における超音波探触子の平面図　（ｂ）図１（
ａ）の右側面断面図
【図２】（ａ）本発明の第１の実施の形態における超音波探触子の変形例の平面図　（ｂ
）図２（ａ）の右側面断面図
【図３】本発明の第２の実施の形態における超音波探触子の平面図
【図４】本発明の第３の実施の形態における超音波探触子の平面図
【図５】（ａ）本発明の第３の実施の形態における超音波探触子の変形例の平面図　（ｂ
）図５（ａ）の右側面断面図
【図６】（ａ）従来の超音波探触子の平面図　（ｂ）図６（ａ）の右側面断面図
【符号の説明】
【００５０】
　１　圧電振動子
　２　圧電板
　３　駆動電極
　４　共通電極
　５　音響整合層
　６　配線部
　７　駆動電極分割溝
　８　導電体
　９　分割指標
　１０、１０ａ、１０ｂ　分割溝
　１１　充填材
　１２、１２ａ　位置合わせ部
　１３　支持体
　１４　位置決め指標
　１５　位置決め用溝
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